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   A case of infant type of polycystic kidney with hereditability was reported. 
   Case  : T. H. 50 days-infant was admitted with a chief complaint of intumescentia 
abdominis. The patient was born on Dec. 4, 1964 following a full term pregnancy with a 
birth weight of 3,000 grams. The delivery was uncomplicated, and the mother's prenatal 
coures was unremarkable except for a edema occurring at 7 to 8 week's gestation, but 
mother was found to have polycystic kidney. Surgical exploration of bilateral kidney and 
autopsy was performed. A typical polycystic kidney was observed. Polycystic kidney 
has been reviewed many times and several reports with excellent bibliographies are availa-
ble. As far as we can discover, no case has been reported of infant type in polycystic 








伝性を有する幼児型は き わ め て稀 で あ る.
Ferguson(1949)によれば幼児型 と成人型が同







家族歴;患 者の父方及び母方の祖父母はい ゲれ も健
在である.父方同胞3人 で健在,母 方同胞は男4人 女






















軽度貧血状,黄 疸は認めない.腋 窩及び鼠険部 リンパ
節は米粒大に数個触れる.胸部には著変はない.腹部
は蛙腹状に強く膨隆し軽度の皮下静脈怒脹 を認 め る










ウβビリノーゲソ正常.検 鏡により上皮細胞 を認 め
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他脾臓,心 臓,副 腎,胸腺等には異常所見 は 認 め な
い.
皿.考 按





る.そ のほか リソパ管拡張説,体 質異常説,寄
生虫 による炎症説,梅 毒 に よる発育不全説 な ど
もある.現 在 は遺伝的傾 向の強い こ と,両 側性
発生,他 臓器 の嚢胞及 び碕形 の合併 が多い こ と
より先天性形成不全説 が支持 されてい る.本 症
は臨床 的に幼児型 と成人型 に分 け られ,乳 幼児
と40才代に頻度が高い と 云 わ れ て い る が,
Cannon(1947)は新生児 に も見 られ るが40-
60才の間 に比較的多 い ことを述てい る.一 本杉
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(1953),simon(1955)の統計 に よると新 生児
より60才にいた る各年令 に見 られ るが,大 部分
は30-60才で占め,幼 児型 の頻度 は少 ない こ と
を報告 して いる.し か し欧米に 於 てはSieber
(1901)は新 生児か ら20才の問 に32例を集 めて
…報告 し,Williametal(1963)はノ」・児嚢胞性疾
患ユ9例中両側 嚢胞腎の死産及 び新 生 児 死 亡7
例,両 側 嚢胞腎の乳幼児及び小児例5例,計12
例の経験例を報 告 してい る.本 邦 に於 いては20
才以下の報 告例は少 く特に幼児型 の報告例 は極
めて少ない.我 々が文 献上 よ り調べ得た範囲 で
は犬 塚等(1960),岡 田等(1960),池 田等
(1961),山口等(1962),津田(1962),江
本等(1962)の又1例 を見 るのみであ る(第2
表)但 し,Beltran(1959)のUnilateral
multicystickidneyとPolycystickkidney
の鑑別 に従 うと池 田の報告 せ る片側性嚢 胞腎は
Unilateralmulticystickidneyに属 す るもの
と思われ る.尚,Spence(1955)やBeltran
(1955)等に よれば従来 文献上偏側性嚢胞 腎 と
記 載 さ れ た 疾患 の多 くはUnilateralmulti-
cystickidneyに属 す るもの と述べ ている.
本 症の遺伝 関係に就 ては諸家 に より多 数の報
告 があ り,遺 伝 間係はかな り濃厚 と 云 え る.
Baggeta1(1925),Ralleta1(1948)は本症
がMende1の法則 に従 い.且 つ劣性 遺伝 である
と述 べ,Cannon(1947)はMende1の法則 に
よる遣伝 を否 定 し,一 つの優性因子 に よるもの
で伴性遺伝 ではない と反論 してい る.Staehler
(1959)は本症 の遺伝 は性 との 結合 はな く或 る
補助的遺伝 因子 が存在 し,そ れが優性 にも劣性
にも作用 し得 るもので あろ う と述べ,優 性遺伝
で も劣性遺伝 で もない と述 べて いる.Grawford
(1923)は一家族40人中17人に本症 を認め,一
家族 に断発発生 した例 として5代 に亘つ て17例
を認 めてい る.本 邦 に於 け る一 家数代 に亘つ て
発生 した報告 としては石原(1929)は1男 子 と
その母及 び祖母 の3代 に亘 り5人 に発生 した症
例を報告 し,永 井(1942)は姉 妹3人 と母及 び
3子の3代 に亘 り発生 した症例 を報 告 し て い
る.又,松 下 等(1964)は28才の女子 でその母
及 び祖 父の3代 に亘 り発生 した症例 を報告 して
630 重松他一遺伝性を有する幼児型嚢胞腎について
第2表 本邦に於ける褒胞腎の新生児及び乳幼児報告例
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